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 三度にわたってロシアから故郷を奪われた民族がいます。ウクライナ南部クリミア半島に住む、クリミ

ア・タタールの人たちです。18世紀にロシア帝国に故国を滅ぼされて離散し、1944年にはソ連政府によっ

て過酷な強制移住を強いられました。ペレストロイカで帰還したタタール人の手でコミュニティーの再建

が始まろうとしていた矢先、昨年３月に半島はロシアの手に落ち、迫害が始まろうとしています。民族組

織の幹部は追放され、拉致事件も起きています。既に半島を逃れたタタール人は１万人に及ぶとみられま

す。そうしたなか、世界の注目を集めているのが民族指導者のムスタファ・ジェミレフ氏（71）＝写真。生後数カ月で強制移住

に遭い、旧ソ連時代は 15年間、シベリアの強制収容所で過ごしながら、クリミア半島への帰還運動をリードしてきました。いま、再び立ち上がろうとし

ています。「不屈の男」の目を通して、知られざるクリミア問題に迫ります。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 

 大塚家具の経営路線を巡る対立から、創業者である大塚勝久会長と長女の大塚久美子社長による内紛が泥沼化しています。27日の株主

総会へ向け、久美子社長は勝久会長の解任を含む人事案を提案する一方、勝久会長は久美子社長を解任して自らが社長に復帰する株主提

案を出しています。父娘の確執はなぜ起きてしまったのでしょうか。同族経営なのになぜここまで対立が泥沼化してしまったのでしょう

か。運命の株主総会を前に、専門家とともにこの問題を考えます。 

 

 

 

 第 87回選抜高校野球大会（毎日新聞社、日本高校野球連盟主催）が 21日に開幕します。全国の頂点を目指す 32校が 12日間、

熱戦を繰り広げます。開会式では、昨年大ヒットした映画「アナと雪の女王」の劇中歌「Let It Go～ありのままで～」で入場行

進。敦賀気比（福井）の篠原涼主将が選手宣誓をします。 

 開幕試合は九州学院（熊本）と八戸学院光星（青森）が対戦。第３日第３試合は、連覇を目指す龍谷大平安（京都）と前々回大

会優勝の浦和学院（埼玉）が戦う１回戦屈指の好カードです。夏春連覇を狙う大阪桐蔭（大阪）は東海大菅生（東京）と第１日第

２試合で、昨秋の明治神宮大会を制した仙台育英（宮城）は神村学園（鹿児島）と第３日第２試合で対戦します。 

夢舞台での球児の活躍を、毎日新聞でお楽しみください。 

 

 

 

 料理家、枝元なほみさんとともに連載中の料理コーナー。今回の料理は、「鶏ももの丸ごと揚げ」。肉にかたくり粉をまぶして、そのま

ま揚げる豪快な一品です。後で塩を振るだけなのですが、これがうまい！ 迫力ある動画もニュースサイトで、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 ひと昔前と違い、今は「嫁・姑」より「実母と娘」の方が衝突しやすく、孫をめぐって関係が悪化することも多いそうです。特に注意が必要

なのは娘が第１子（長女）の場合。責任感が強く、頑張り屋の娘（ママ）に、実母（祖母）が軽い気持ちで育児について指摘すると思わぬ結果

を招くことも。注意点を説明します。 

 

 

 

 

 家族が誤って他人を傷つけたり物を壊したりした時に、相手への賠償を広くカバーする「個人賠償責任保険」が注目されています。背

景には子どもの自転車事故や認知症の家族が起こしが事故で、多額の損害賠償を請求されるケースが出ていることがあるようです。保険

の中身について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センバツ開幕 21日（土）から 12日間 

孫育てのツボ～娘が出産したら           くらしナビ面 23日（月） 

身近なリスクに備える保険            くらしナビ面 25日（水） 

泥沼化する父と娘の確執 注目の株主総会を前に大塚家具の内紛について考える 

夕刊２面特集ワイド 24日（火） 

奪われた故郷クリミア ロシアにあらがうタタール人の悲憤   22日（日） 

「西原理恵子のおかん飯」                     23日（月） 

 

 

 

 ４年に１度の統一地方選挙が 26日の 10道県の知事選の告示を皮切りにスタートします。29日の政令市長選告示、４月３日の道府県議・政令

市議選告示と続き、前半戦は４月 12日に一斉に投開票されます。その後、４月 19日の一般市区長・一般市区議選告示、４月 21日の町村長・

町村議選告示を経て、後半戦は４月 26日に投開票を迎えます。 

 毎日新聞は「自治はどこへ 2015統一選」のタイトルで、１面、２面、社会面などで統一地方選に向けた記事を掲載し続けています。本格ス

タート後も分かりやすく、きめの細かい報道に努め、有権者に必要な情報を提供していきます。 

 

― 統一地方選挙が 26 日、スタート ― 


